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2010年l月28日にAppleがiPadを発

表しました。アメリカでは4月3日に発売

開始となり、発売初日で30万台を販売して大き

な話題になっています。そのあおりで、当初日

本では4月末には販売開始の予定が、品薄の

ため5月末に延期されるという影響が出ています。

私自身も現物を見た訳ではないので正確に説

明はできないのですが、簡単に言うとiPod

touchを768mmX1024mmのスクリーンサイ

ズに大きくしたものと表現できます。では、iPod

touchはどんなものかというとiPhoneから携帯

電話、カメラ、GPSの機能を取り除いたものと

言えます。

携帯電話からこれだけの機能を取り除いた

らほとんど何の機能も持たないのでは？と思わ

れる方も多いと思います。ところが私自身は、そ

の抜け殻のようなiPod touchを愛用し、有効

活用しています。一番重要な機能はWi－Fi（無

線LAN）接続でrnternetに接続でき、情幸田岩夫

としてPCで行う作業の多くを手のひらに載る

携帯電話程度の機器（iPod touch）で行うこと

ができることです。iPhoneなら通信手段が集

中し、故障や電池切れなどですべての通信が

できなくなると不都合です。これを避けるために、

携帯電話は別に持つことにしました。

最も頻繁使うのはmailで、Internetの

mailを数秒で確認でき、重宝しています。

次に、アクセスするのがニュースのサイトと交

通機関の時刻調べなどです。辞書も役に立ち

ます。以前は電子辞書を別に持ち歩く必要が

あったのですが、iPodtouchに辞書を組み込む

ことによりその必要が無くなりました。発売当

初はInternetに接続できないとできない作業が

ほとんどだったのですが、接続しないでもアプリ

ケーションが使えるようになり、自分の用途にあ

ったものをダウンロードして使えば、さらに機能

を充実させることができます。

例えば、電子ブックを読むことも可能です。し

かし、如何せん手のひらサイズでは快適な読書

には向かないことも事実です。表示フォントを

拡大して見ることも自由にできますが、そうする

と当然表示される文字数が少なくなるので、大

量の文書を読むには向かないのです。iPadで

はその問題が解消され電子ブックのリーグとし

ても期待されています。

このように紹介すると良いことずくめの

ようですが、iPadで検討しなければなら

ないことがあります。iPadにはWi－Fitデルの

ほかにWi－Fi＋3Gモデルというのがあります。

3Gというのは携帯電話網で、Intemet接続を

アクセス・ポイント経由の無線LANではなく、電

話回線経由でするものです。利用するには当然、

3G回線の利用契約してさらに課金されます。

Wi－Fiでも原則的には利用料金が掛かります。

最近では接続料の掛からない、無料のアクセス・

ポイントが増えていますが、セキュリティの問題

などが心配です。

要約すると、3Gでは電話回線に接続できる

ことが必須で、その上でパケットの大量使用に

は向かないことです。一方、Wi－Fiではアクセス・

ポイントがまだ十分に整備されていないので、

移動しながらInternetに接続することはほぼ不

可能という点です。私自身は移動中は接続を

諦め、出張中などはホテルで有線のInternet

接続を持参の携帯型無線LANルータでWi－Fi

変換して接続する様にしています。

誌面がつきてしまいました。まだ見ぬiPadは

今後機会を見て紹介したいと思います。


